
　

現
在
で
は
馴な

じ染
み
が
薄
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
旧

暦
の
九
月
九
日
は
重
陽
の
節
句

で
あ
り
、
正
月
七
日
（
人じ
ん
じ
つ日
）、

三
月
三
日
（
上じ
ょ
う
し巳
）、
五
月
五

日
（
端
午
）、
七
月
七
日
（
七

夕
）
と
と
も
に
五
節
句
の
一
つ

で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
菊
の

花
を
浸
し
た
菊
酒
を
飲
ん
で
邪

気
を
払
い
、
延
命
長
寿
を
願
い

ま
し
た
。
こ
の
菊
酒
の
由
来
に

は
菊き
く

慈じ

童ど
う

伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

菊
慈
童
は
、
古
代
中
国
の
周

の
皇
帝
穆ぼ
く
お
う王
に
仕
え
た
美
し
い

童
子
で
、
帝
の
寵ち
ょ
う
あ
い愛
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
周
囲
の

官
僚
か
ら
疎
ま
れ
、
帝
の
枕
を

跨ま
た

い
だ
罪
に
よ
り
、
酈れ
き
け
ん県
と
い

う
深
山
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
酈
県
は
、
生
き
て
は
帰
る

こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
僻へ
き

地ち

で
あ
っ
た
た
め
、
菊
慈
童
を
哀

れ
ん
だ
帝
は
、
あ
り
が
た
い
経

文
を
授
け
ま
し
た
。
菊
慈
童
は

毎
朝
こ
の
お
経
を
唱
え
ま
し
た

が
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
傍
ら
に

あ
っ
た
菊
の
葉
に
こ
の
経
文
を

書
き
付
け
ま
し
た
。
こ
の
菊
の

葉
に
お
り
た
露
が
谷
川
へ
流
れ

落
ち
た
と
こ
ろ
、
谷
の
水
は
不

老
不
死
の
霊
力
を
宿
す

よ
う
に
な
り
、
こ
れ

を
飲
ん
だ
菊
慈
童
は

八
〇
〇
歳
を
過
ぎ
て
も

童ど
う
ぎ
ょ
う形
の
ま
ま
だ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
物
語
は
、
江
戸

時
代
に
は
能
や
浄
瑠
璃

を
通
し
て
広
く
知
ら
れ

て
お
り
、
本
作
品
は
文

化
（
一八
〇
四
～
一八
一八

年
）
初
年
頃
に
浄
瑠
璃

の
会
の
案
内
の
た
め
に

作
ら
れ
た
摺
物
で
す
。

　

北
斎
の
描
い
た
菊
慈

童
は
、一
面
に
咲
き
乱
れ

る
菊
の
花
の
中
で
、
足

元
に
は
墨
と
硯す
ず
り

、
右
手

に
筆
、
左
手
に
菊
の
葉

を
さ
さ
げ
持
ち
、
今
ま

さ
に
経
を
書
き
付
け
る

と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。

菊
慈
童
の
小
袖
に
は
、

長
寿
の
象
徴
で
あ
る
亀

甲
模
様
が
配
さ

れ
、
画
面
上
部

に
描
か
れ
た
、

横
に
長
く
棚
引

く
霞か
す
み

が
、
菊
慈

童
が
仙
境
に
住
ん
で
い
る
と
い 

う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
拡

大
図
か
ら
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、

菊
や
谷
川
の
流
れ
は
、凹
凸
を
つ 

け
て
表
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の 

技
法
は
空か
ら
ず
り摺
と
呼
ば
れ
、
手
の 

込
ん
だ
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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北
斎
の
描
い
た

　
　
　
　
年
中
行
事  

②

―
重ち

ょ
う
よ
う陽

の
節
句 

―

摺物「菊慈童」（墨田区所蔵ピーター・モース コレクション）

第14号

空摺部分の拡大図

に
描
か
れ
た
、

大
図
か
ら
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、

込
ん
だ
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。



を
発
行

　
〝
す
み
だ
〟
と
北
斎
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
す
み
だ
と
北
斎
」（
日
本
語
版
・
英
語

版
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

北
斎
が
残
し
た
〝
す
み
だ
〟
に
ま

つ
わ
る
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中

か
ら
、
年
代
を
追
っ
て
六
点
を
作
品

な
ど
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

区
役
所
一
階
の
区
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
や
主
な
区
立
施
設
、
各
観
光
案

内
所
等
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
区

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
city.sum

ida.lg.jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
日
独
交
流
一
五
〇
周
年
記
念

北
斎
展
」
を
ド
イ
ツ
で
開
催
中

　

現
在
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ベ
ル

リ
ン
市
で
「
北
斎
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
日
独
交

流
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
重
要
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
北
斎
の
肉
筆
画
や
版
画
な
ど

約
四
四
〇
点
に
よ
り
北
斎
の
画
業
の

全
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
区
か
ら
も
開
設
準
備
中
で
あ
る

「
す
み
だ 

北
斎
美
術
館
」
の
所
蔵
品
の

中
か
ら
約
五
十
点
を
出
品
し
て
お
り
、

本
展
覧
会
を
通
じ
て
、
北
斎
生
誕
の

地
〝
す
み
だ
〟
の
国
際
的
な
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
洋
の
印
象
派
の
画
家
を
は
じ
め
、

工
芸
家
や
音
楽
家
な
ど
海
外
の
芸
術

家
に
も
影
響
を
与
え
た
北
斎
の
作
品

は
、
ド
イ
ツ
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、

展
覧
会
を
訪
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多

く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

【�

会
期
】
平
成
二
十
三
年
八
月

二
十
六
日
～
十
月
二
十
四
日
（
毎

週
火
曜
休
館
）

【�

会
場
】
マ
ル
テ
ィ
ン
・
グ
ロ
ピ
ウ

ス
・
バ
ウ
（
ド
イ
ツ
有
数
の
国
際

美
術
展
会
場
と
し
て
知
ら
れ
、
年

間
五
十
万
人
以
上
の
入
館
者
を
集

め
て
い
る
施
設
で
す
。
）

【�

主
催
】
墨
田
区
、
国
際
交
流
基

金
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
ベ
ル
リ

ン
芸
術
祭
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
グ
ロ

ピ
ウ
ス
・
バ
ウ
、
ベ
ル
リ
ン
日
独

セ
ン
タ
ー

　

北
斎
が
描
い
た
音
楽
に
関
す
る
作
品
を

通
じ
て
、
北
斎
が
活
躍
し
た
江
戸
時
代
の

音
楽
等
を
紹
介
す
る
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
す
み
だ

ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.triphony.com

/

）等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

平
成
二
十
四
年
一
月
八
日
（
日
）

　

�

午
後
二
時
開
演（
午
後
一時
三
十
分
開
場
）

【
会
場
】

　

す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

【
企
画
監
修
】

　

�

茂
手
木
潔
子
（
有
明
教
育
芸
術
短
期
大

学
教
授
・
日
本
音
楽
研
究
）

【
主
催
】

　

㈶
墨
田
区
文
化
振
興
財
団

【
共
催
】

　

墨
田
区

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ト
リ
フ
ォニ
ー
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

０
３
‐
５
６
０
８
‐
１
２
１
２

北
斎
祭
り
二
〇
一
一

　

北
斎
通
り
ま
ち
づ
く
り
の
会
主
催
の 

「
北
斎
祭
り
二
〇
一
一
」が
、十
月
一日（
土
）・

二
日
（
日
）
に
、
区
内
の
北
斎
通
り
周
辺

（
亀
沢
一
～
四
丁
目
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

邦
楽
演
奏
会
「
北
斎
の
音お

楽と

を
聴
く 

Ⅲ
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
す
み
だ
と
北
斎
」

マルティン・グロピウス・バウ


